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モ ニ タ リン グデバ イス による愚者被曝管理 の 検討
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【目的］血管撮影，！VR 中 の 患者 の 被 曝線量を リア ルタイム に 算出表示す る モ ニ タ リ ン グデバ イ ス を 用 い た

患者被曝管理の 現状 に つ い て 検 討 した の で 報告する．

【方法 ］導入後 ，約 1 年で 明 らか に な っ た菊用性，問題点を検討 した．

【使用機器，構成コ血管撮影装置　　　 ； Advantx 　LCA （GEYMS ）

　　　　　　　　 患者被曝線量管理ネ ッ トワ
ー

ク （米團CLH　NI　CAL　MI　C段OSYSTEM社製）
【算 出表承 す る 線量】線量算出 の 基準点 ： テ ーブル 表 面 （患者 X 線 入 射皮膚 面 ）の 線東中 心

　　　　　　　　　　　　　　線　量 ：空気 中の 照射線量 （Entrance　SkinExposure）
　　　　　　　　　　　　　　単　　位 ：R ，R／min 　（積算線量，線量率）

【羅吉果 1］　有用†生

（1 ）線量表示 シス テ ム （Fig．1）
  透視線量率 ，そ の 時点 の 積算線量を リア ルタイ ム に算出表示する．

  操作室用表示端 末は血 管撮 影装置からの オ ン ライ ン 情報

　　 （寳電圧，管電流 ，時間，焦点皮膚管距離，C ア
ー

ム 角度等）

　　 を同時 に 表示する．

（2 ）データ管理 シ ス テ ム （Fig ．2）
  被曝管理 が 患者単 位，線量 単位 で で き る．

  個 lyの 患者の 被曝データ か ら詳細な被曝

　 解析が期待できる．

ζ結果 2 憂問題点

（1 ）キ ャ リブレー
シ ョ ンおよび線量算出過程

  シ ス テ ムキ ャ リブ レ
ー

シ e ン時，ア イ ソ

　 セ ン タ で の 照射線 量の 測定精度 ．

  線 量計算には照射野 の 因子が含 まれな い ．

（2 ） X 線入射方向が 異なる場合

  線量 は す べ て の 方向で 合算表示する．

  テ
ー

ブル の 吸収補 正係数は X 線 の 入射方向

　 が垂直 で ある．

（3 ）放射線惰報シ ス テ ム との ネ ッ トワ
ー

ク接続

　　 に は特別なイ ン タ
ー

フ エ イ ス を必要とする．

【結果 3 コ モ ニ タ リン グデ バ イ ス 導入後 の 意識変化

（1 ） 医師 （放射線科 ） ： 意識変化無 し

  術者用表示端末が 小さく，イ ン パ ク トが弱 い ．

  被曝 の 要因は透視 時間 とい う認識を強 く持 っ

　 て い る．透視時間 の 概念が強 く，線量表示は

　 被曝 の 程度を認識 しづ らい ．

【結累 4 コ被曝管理上 の 問題点 と対応

（Fig、2）7 一タ m 理 ソ ス ァ ム

（2 ）診療放射線技師 ： 意識変化あ り

  常に患者被曝状溌を擢握 で き，被 曝の 最適化が期待

　で きる．被曝管理教 育の一助とな る．

  従来 の 照射録 （撮影条件、透視畴 間の 記載）か ら

　線量単位 （透視，撮影を区 別）の 被曝管理 が で き る．

（1 ）検査 ス タ ッ フ が線量単位 で の 被曝管理 に慣れ て い な い ．

（2）線量単位 の 被曝管理を導入する に あた り，線量を評価す る教育訓練が 必要 で あ る ．

（3）線量限度の 指標とな る 数値 ， 目標値 の 設定が 不 可 欠で あ る ．

【結論碧
1．モ ニ タ リン グデバイ ス は 非常 に有用 で あ り，高 レ ベ ル 被曝 に対抗す

’
る 適切な防護手段とな りうる．

2．線量単位の 患者被曝をすす め る た め に は 明確な 管理基準 ， 評価法の確立が望まれる．
3．記録の定期的な解析が 必要 で ある．
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